
広報いの 2016 2月号  1819  広報いの 2016 2月号

◆開館30周年記念
　典具帖紙イズム
　～吉井源太から現在まで～
　3月1日（火）～3月27日（日）
土佐紙業界の恩人「吉井源太」生
誕190年を記念し、吉井源太から
始まる「典具帖紙」の歴史や変遷
をご紹介します。

◆第9回全国土佐和紙はがき絵展
　3月1日（火）～4月3日（日）
土佐和紙はがきに描かれた作品を
全国から募集し、全応募作品を展
示します。

◆虹彩の会　色鉛筆画作品展
　3月1日（火）～3月12日（土）
虹色の会会員が、色鉛筆を重ね塗
りして描いた作品約40点を展示し
ます。

◆ほっこり冬～春服・布小物いろ・IRO展
　2月3日（水）～2月6日（土）
南の風グループによる展示会です。
ちょっとお洒落な普段着をテーマ
に天然素材・着物素材を使った冬
から春の洋服、布小物類、和飾り、
アクセサリーなど約100点を展示
販売します。

◆ハンドメイドパーティーXIV
　3月10日（木）～3月13日（日）
手づくり好きの仲間の年に一度の
展示会です。ビーズ製品や可愛い
刺繍入りの袋物、エプロン、お細
工物、アクセサリーなど、約800
点を展示販売します。

紙の博物館
●開館時間　9：00～17：00
●休 館 日　毎週月曜日
 （ただし、祝日は開館し翌日は休館）

893－0886

http://kamihaku.com/ 検索

2月・3月の催し物
 開館30周年記念連続講演会のご案内
紙の博物館開館30周年を記念して、
紙に関する全5回の連続講座を開
催します。

第5回  「吉井源太の時代性
　　　　－技術・競い合い・協調－」
日時　3月13日（日）
　　　14：00～15：30
講師　農学博士・吉井源太研究家
　　　村上　弥生　氏
概要　いの町で発展してきた典具
帖紙製造の原点には、明治期に活
躍した製紙家・吉井源太の奮闘と、
紙漉き職人たちの努力や、技術向
上の競争があり、そして、現代の
地域経済論でも見直されている人
間的つながりがありました。伊野
で起こったこうした活動の意義を、
典具帖紙を軸に考察します。
会場　紙の博物館
定員　30名
申込　紙の博物館までお電話又は
　　　直接お申し込みください。

特別休館のお知らせ
2月8日（月）～29日（月）

まで改修工事のため、休館いたします。
ご不便をおかけしますが、ご理解くだ
さいますようお願いいたします。

自衛官募集案内
◆資料請求・問い合わせ◆　　〒780－0061　高知市栄田町2-2-10　高知よさこい咲都合同庁舎8階

自衛隊高知募集案内所　 823－2006  

いの町公の施設の指定管理者
平成27年第4回いの町議会定例会において、いの町公の施設の指定管理者が下記のとおり決定されました。

指定期間　　4月1日から平成33年3月31日
管理を行わせる施設

名　称 所在地
小川東津賀才53番地1
幸町63番地4
幸町63番地4

鹿敷1226番地

葛原231番地4
桑瀬225番地4
小川東津賀才53番地1
長沢254番地20

いの町観光協会
菜の花会
たんぽぽの会

西川建設株式会社

本川手箱きじ生産企業組合
本川直売所
社会福祉法人いの町社会福祉協議会
社会福祉法人いの町社会福祉協議会

大国町145番地
枝川2978番地1
成山488番地

鹿敷1379番地1

葛原231番地4
桑瀬225番地4
いの町1400番地
いの町1400番地

会長　岡林　　弘
代表者　池田　耕志
代表者　黒田　稔男

代表取締役　西川　健二

代表理事　本山　博文
代表者　岡林　瑞子
会長　坂本　　實
会長　坂本　　實

名　称 所在地 代表者
管理を行わせる団体

募集種目

幹部候補生

20歳以上26歳未満の者
22歳未満の者は大卒（見込含）

専門の大卒（見込含）
20歳以上30歳未満の者
（薬剤は26歳未満の者）

薬学修士学位取得者は28歳未満
18歳以上34歳未満の者
18歳以上で保有する技能に
応じ53歳～55歳未満の者

18歳以上27歳未満

3月上旬
～4月下旬

4月上旬
まで受付中

年間通じて
実施中

1次：5月中旬
2次：6月中旬
3次：7月下旬
（飛行要員のみ）

1次：5月中旬
2次：6月中旬

4月中旬

受付時
お知らせします

1次：6月上旬
2次：7月上旬
最終：8月上旬

1次：6月上旬
最終：8月上旬

5月中旬

受験時
お知らせします

一般・技術

歯科・薬剤

一　　般

技　　能予備自衛官補

自衛官候補生（男子）

資　　　　格 受付期間 試験期日 合格発表

吾北山村開発センター
七彩館食材供給施設
七彩館直販所
土佐和紙工芸村滞在型農園施設・薬湯風
呂施設・地域食材供給施設・伝統家屋移
築施設（田植邸）・ふれあい農園・農林漁
業体験実習館（炭焼き体験実習館）
いの町本川地区畜産物等飼育処理加工施設
いの町本川直販所
吾北デイサービスセンター
いの町生活支援ハウス
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友
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「
当
季
雑
詠
」

沢
庵
の
音
も
食
す
る
今
朝
の
幸

田
蔦
恵
美
子

（
評
）
昔
か
ら
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
お
茶
漬
け

に
は
漬
物
と
相
場
が
決
ま
っ
て
い
た
。
食
事
に

は
最
も
親
し
い
沢
庵
を
カ
リ
カ
リ
と
音
を
た
て

て
噛
む
の
は
至
福
の
時
で
あ
り
、一
日
の
始
ま
り

で
あ
る
。
音
を
食
す
る
と
の
表
現
が
う
ま
い
。

美
味
し
く
朝
飯
を
食
べ
て
い
る
情
景
が
よ
く
分

か
る
。
沢
庵
の
名
は
禅
僧
の
沢
庵
和
尚
が
考
案

し
た
こ
と
か
ら
と
も
、
ま
た
「
た
く
わ
え
漬
」

の
訛
っ
た
も
の
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
「
漬
物
」「
香
の
も
の
」
と
昔
か
ら

言
っ
て
い
た
。
日
本
人
の
食
生
活
も
変
わ
っ
て

き
て
い
る
が
、
私
た
ち
年
輩
者
は
麦
飯
と
漬
物

で
育
っ
た
せ
い
か
美
味
し
い
漬
物
は
欠
か
せ
な

い
。
沢
庵
は
米
糠
と
塩
加
減
と
重
石
に
よ
っ
て

そ
の
味
が
決
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

○
沢
庵
や
家
の
掟
の
塩
加
減

高
浜
　
虚
子

　亡
き
妻
の
椅
子
に
句
集
と
水
仙
花間

　
　
浩
太

（
評
）
作
者
は
先
年
奥
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
。

奥
さ
ん
が
座
っ
て
い
た
椅
子
に
句
集
と
水
仙
の

花
を
供
え
て
報
告
を
し
た
の
で
あ
る
。

　
奥
さ
ん
は
生
前
、
菜
の
花
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン

ト
で
「
菜
の
花
句
会
」
を
是
友
の
公
民
館
で
実

施
し
た
際
の
懇
親
会
で
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
し

て
く
だ
さ
り
、
自
分
が
漬
け
た
漬
物
を
出
し
て

く
れ
た
。
皆
う
ま
い
う
ま
い
と
ご
馳
走
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
快
活
で
愛
想
よ
く
し
て
く

れ
た
当
時
の
姿
を
思
い
、
漬
け
物
の
味
を
思
い

出
し
て
い
る
私
で
あ
る
。
心
よ
り
奥
さ
ん
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

○
明
る
さ
は
海
よ
り
の
も
の
野
水
仙稲

畑
　
灯
女

野
路
菊
や
里
に
は
里
の
云
い
伝
え

片
岡
　
包
女

（
評
）
野
路
菊
が
野
道
に
真
白
い
花
を
咲
か
せ
て

い
る
。
長
閑
か
な
里
の
景
色
で
あ
る
が
、
昔
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
る
。
ど

ん
な
言
い
伝
え
で
あ
る
か
こ
の
句
で
は
分
か
ら

な
い
が
、
詠
む
人
の
想
像
に
ま
か
せ
て
い
る
。

そ
の
言
い
伝
え
は
昔
か
ら
人
間
の
生
活
経
験
の

知
恵
で
あ
り
、
今
も
生
活
の
中
に
生
き
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
が
民
話
で
あ
っ
た
り
諺
で
あ
る
。

　「
え
ん
こ
う
」「
七
人
み
さ
き
」
と
か
「
一
事

が
万
事
」「
早
起
き
は
三
文
の
得
」
と
昔
は
よ

く
、
古
老
に
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
最
近
は
生

活
の
多
様
化
、
核
家
族
化
で
そ
の
土
地
の
民
話

や
諺
を
聞
き
伝
承
す
る
機
会
が
減
っ
て
い
る
の

は
残
念
で
あ
る
。
野
路
菊
は
本
県
で
は
海
岸
に

多
く
、
物
部
川
以
西
に
自
生
し
て
い
る
。
晩
秋

に
真
白
い
花
片
、
花
心
（
蕊
）
が
黄
色
で
華
麗

さ
は
な
い
が
清
楚
な
美
し
い
菊
で
あ
る
。

○
菊
の
香
や
な
ら
に
は
古
き
仏
達

松
尾
　
芭
蕉

　落
葉
踏
む
音
の
歩
み
も
老
夫
婦竹

崎
た
か
ひ
ろ

（
評
）
木
枯
ら
し
が
吹
き
始
め
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
落
葉
樹
は
葉
を
落
と
し
は
じ
め
地
に
積
み
重

な
る
。
掲
句
は
そ
の
落
葉
を
踏
み
つ
つ
散
歩
し

て
い
る
老
夫
婦
の
和
や
か
な
姿
で
あ
る
。
落
葉

を
踏
む
足
音
も
や
さ
し
く
静
か
で
あ
る
。
若
者

の
元
気
よ
く
踏
む
音
は
元
気
で
あ
ろ
う
。

　
踏
む
音
の
違
い
の
発
見
で
あ
り
繊
細
な
感
性

と「
音
の
歩
み
」と
言
う
表
現
で
秀
句
と
な
っ
た
。

　
作
者
の
川
柳
か
ら
俳
句
へ
の
世
界
に
表
現
が

確
か
に
な
っ
た
感
が
す
る
一
句
で
あ
る
。

○
落
葉
踏
む
音
颯
々
と
波
郷
以
後

上
田
五
千
石 

　
　二
句
抄

手
に
残
る
温
み
握
る
や
街
師
走

 大
川
　
節
弥

過
去
と
な
る
刻
の
流
れ
や
除
夜
の
鐘

向
き
か
え
て
風
に
従
い
落
葉
掃
く

 刈
谷
　
志
津

古
暦
帰
ら
ぬ
月
日
往
く
水
も

心
急
き
忙
し
く
廻
る
十
二
月

 

森
岡
　
照
月

好
き
な
本
時
を
忘
れ
て
十
二
月

生
涯
を
独
身
貫
く
木
の
葉
髪

 
小
野
川
町
子

街
路
市
行
っ
た
り
来
た
り
師
走
か
な

裏
鬼
門
守
り
預
け
し
実
南
天

 

岡
村
　
嘉
夫

年
賀
書
く
過
ぎ
に
し
日
々
は
走
馬
灯

柚
子
の
玉
香
り
と
共
に
友
の
声

 
國
田
　
貞
子

柿
朱
し
雨
戸
の
開
か
ぬ
山
家
か
な

成
す
こ
と
の
あ
る
倖
せ
日
記
閉
ず

 川
村
　
博
子

あ
ち
こ
ち
に
見
残
し
の
柚
子
色
づ
き
ぬ

傍
の
犬
の
細
目
や
日
向
ぼ
こ

 

津
田
　
久
美

堤
防
の
続
く
限
り
の
草
紅
葉

追
憶
の
障
子
の
陰
絵
コ
ン
と
鳴
く

 田
蔦
恵
美
子

晩
鐘
の
音
な
く
和
し
て
い
ち
ょ
う
散
る

 
間
　
　
浩
太

北
の
間
へ
一
時
射
し
込
む
冬
日
か
な

 竹崎
た
か
ひ
ろ

時
な
ら
ず
豪
雨
と
な
り
て
年
つ
ま
る

 友草
　
水
月

山
茶
花
の
散
り
急
ぎ
た
る
今
朝
の
雨

　
　
名
　
句
　
鑑
　
賞 

　
　
　
　
水
月

柚
子
湯
沁
む
無
数
の
傷
の
あ
る
ご
と
く

岡
本
　
　
眸

　
柚
子
湯
に
入
る
と
柚
子
の
香
気
が
湯
気
と
と

も
に
立
ち
の
ぼ
る
。
体
を
沈
め
る
と
湯
の
熱
さ
が

体
に
沁
み
こ
ん
で
く
る
。「
無
数
の
傷
の
あ
る
ご

と
く
」、
体
の
傷
で
は
な
い
湯
の
熱
さ
が
沁
み
る

こ
と
の
形
容
だ
が
心
の
傷
か
も
し
れ
な
い
。
湯

の
心
地
よ
い
熱
さ
と
、
柚
子
の
香
り
が
皮
膚
を
通

し
て
心
に
沁
み
る
。
そ
し
て
そ
の
傷
を
癒
し
て
ゆ

く
。
柚
子
湯
を
心
理
的
に
捉
え
た
佳
句
で
あ
る
。

　
　次

　
　題

　「当
季
雑
詠
」

　
　締
め
切
り

　毎
月
5
日

投
句
先

　
　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
い
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町
1
7
0
0

－

1

8
9
3

－

1
9
2
2

い
の
流
水
俳
壇

（医）慶誠会

いの町新町86　　TEL 088－892－0296
院長　高岡和子

禁煙治療も行っています
日曜、祝日、木曜と土曜の午後休診

診 察 医 師

診療時間 月 火 水 木 金 土

○ ○ ☆ ☆ ○ ○

○ ○ ○ ○

午前
9:00～12:30

午後
2:00～6:00

○高岡誠人、高岡和子
☆高岡和子

高岡内科

3月5日、6日は
入館料が
無料です。


